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で
は
疑
問
視
さ
れ
て
い
る（

３
）

。

阿
部
隆
一
氏
の
整
理
に
よ
る
と
、
伝
暦
の
現
存
諸
本
に
は
大
差
の
あ
る
異
本

は
見
ら
れ
ず
、
形
式
上
の
差
違
か
ら
甲
類
本
と
乙
類
本
に
大
別
さ
れ
る
。
甲
類

本
は
『
七
代
記
』
な
ど
の
先
行
書
籍
を
引
用
し
た
部
分
が
大
字
の
本
文
形
式
に
、

乙
類
本
は
そ
れ
ら
が
小
字
の
双
行
注
形
式
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ

し
甲
類
本
の
中
に
は
部
分
的
に
乙
類
本
の
形
態
と
合
致
す
る
も
の
が
み
ら
れ
、

甲
類
か
ら
乙
類
の
形
式
へ
と
漸
次
移
行
し
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
甲
類
本
は
全

て
写
本
で
、
書
写
年
代
の
比
較
的
古
い
も
の
が
多
く
、
現
存
最
古
の
写
本
は
鎌

倉
時
代
に
遡
る
。
乙
類
本
は
文
明
十
六
年
（
一
四
八
四
）
の
東
大
寺
図
書
館
蔵

写
本
を
現
存
最
古
と
す
る
写
本
と
版
本
か
ら
な
る
。
版
本
と
し
て
は
寛
永
五
年

（
一
六
二
八
）
刊
本
、
お
よ
び
寛
文
十
二
年
（
一
六
七
二
）
刊
の
本
書
が
現
存

し
、
い
ず
れ
も
乙
類
に
分
類
さ
れ
る
。

当
館
蔵
の
寛
文
十
二
年
刊
首
書
評
註
本
は
、
伝
暦
を
巷
間
に
広
く
流
布
せ
し

め
た
寛
永
五
年
刊
本
（
上
下
二
分
冊
）
の
本
文
を
訓
点
と
共
に
踏
襲
し
た
上
で

頭
注
形
式
の
詳
細
な
注
釈
を
付
し
（
首
書
評
註
）、
五
分
冊
構
成
と
し
て
い
る
。

各
分
冊
の
内
容
は
以
下
の
と
お
り
。
第
一
冊
：
序
文
、
上
巻
本
文
（
欽
明
天
皇

三
十
一
年
か
ら
）、
第
二
冊
：
上
巻
本
文
（
用
明
天
皇
元
年
か
ら
）、
第
三
冊
：

上
巻
本
文
（
推
古
天
皇
六
年
か
ら
）、
第
四
冊
：
下
巻
本
文
（
推
古
天
皇
十
六

年
か
ら
）、
第
五
冊
：
下
巻
本
文
（
推
古
天
皇
二
十
八
年
か
ら
）、
刊
記
。

本
書
の
注
釈
に
は
多
く
の
書
籍
が
引
用
さ
れ
て
お
り
、
引
用
書
は
『
日
本
書

紀
』『
元
興
寺
縁
起
』な
ど
の
和
書
を
は
じ
め
、仏
典
を
含
む
漢
籍
、さ
ら
に
は『
聖

奈
良
県
立
万
葉
文
化
館
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東
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山
口
市
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兵
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　【
解
説
】

『
聖
徳
太
子
伝
略
』（
以
下
、
伝
暦
）
は
、
平
安
時
代
の
一
〇
世
紀
前
半
頃

（
延
喜
年
間
頃
）
に
は
原
形
が
成
立
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
聖
徳
太
子
の
伝
記

で
、太
子
に
関
す
る
多
く
の
伝
承
（
荒
唐
無
稽
な
所
説
も
含
ま
れ
る
）
を
集
成
し
、

後
世
の
太
子
信
仰
に
多
大
な
影
響
を
与
え
た
書
物
で
あ
る（

１
）

。
上
下
二
巻
か
ら
な

る
編
年
史
書
の
体
裁
を
と
る
。
編
者
は
藤
原
兼
輔
と
す
る
説
が
あ
る
が（

２
）

、
現
在
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徳
太
子
平
氏
伝
雑
勘
文
』『
太
子
伝
玉
林
抄
』
な
ど
中
世
以
降
に
成
立
し
た
伝

暦
の
注
釈
書
な
ど
に
も
及
ぶ
こ
と
か
ら
、
出
版
当
時
に
通
行
し
て
い
た
伝
暦
注

釈
書
の
概
要
が
知
ら
れ
る
。
本
書
は
伝
暦
の
テ
キ
ス
ト
と
言
う
よ
り
も
む
し
ろ

近
世
に
成
立
し
た
伝
暦
注
釈
書
の
一
種
と
見
な
す
べ
き
も
の
で
、
こ
う
し
た
注

釈
書
の
普
及
を
通
じ
て
伝
暦
を
資
料
と
す
る
聖
徳
太
子
の
聖
人
化
が
進
み
、
神

格
化
さ
れ
た
太
子
像
が
創
出
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る（

４
）

。

な
お
、
現
行
の
『
続
群
書
類
従
』（
底
本
は
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
〔
和
学
講
談

所
旧
蔵
〕写
本
）、『
大
日
本
仏
教
全
書
』（
底
本
は
東
北
大
学
附
属
図
書
館
蔵〔
狩

野
亨
吉
氏
旧
蔵
〕
応
仁
二
年
写
本
）
な
ど
の
伝
略
活
字
本
は
甲
類
写
本
を
底
本

に
用
い
て
お
り
、
近
世
に
流
布
し
た
伝
暦
の
形
態
は
乙
類
本
で
あ
る
寛
永
五
年

刊
本
や
本
書
の
よ
う
な
版
本
に
見
ら
れ
る（

５
）

。
ま
た
、
本
書
に
は
寛
永
五
年
刊
本

の
明
ら
か
な
誤
り
を
訂
正
し
た
箇
所
も
あ
り
、
伝
暦
校
訂
本
と
し
て
の
価
値
も

今
な
お
失
わ
れ
て
い
な
い
。国
文
学
研
究
資
料
館「
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー

タ
ベ
ー
ス（

６
）

」
で
は
当
館
蔵
本
と
版
元
（
山
口
市
郎
兵
衛
）
を
同
じ
く
す
る
本（

７
）

の

高
精
細
画
像
（
国
文
学
研
究
資
料
館
蔵
、
早
稲
田
大
学
蔵
な
ど
）
が
全
頁
に
わ

た
り
閲
覧
可
能
で
、
今
後
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
。

奈良県立万葉文化館蔵『首書評註　聖德太子傳暦』解題（竹内）

註
（
１
）
伝
暦
の
研
究
史
に
つ
い
て
は
、田
中
嗣
人
『
聖
徳
太
子
信
仰
の
成
立
』
吉
川
弘
文
館
、

一
九
八
三
年
ほ
か
を
参
照
。

（
２
）
藤
原
猶
雪
『
復
原
聖
徳
太
子
伝
暦
』
聖
徳
太
子
奉
賛
会
、
一
九
二
七
年
。

（
３
）
阿
部
隆
一
「
室
町
以
前
成
立
聖
徳
太
子
伝
記
類
書
誌
」『
聖
徳
太
子
論
集
』
平
楽

寺
書
店
、一
九
七
一
年
。
同
「
近
世
初
期
以
前
十
七
条
憲
法
諸
本
解
題
並
校
勘
記
」

『
斯
道
文
庫
論
集
』
一
〇
、
一
九
七
一
年
。
以
下
、
現
存
諸
本
の
分
類
に
つ
い
て

は
阿
部
氏
の
見
解
に
従
う
。

（
４
）
蔵
中
進
「
解
説
」『
東
大
寺
図
書
館
蔵
文
明
十
六
年
書
写
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
影

印
と
研
究
』
桜
楓
社
、
一
九
八
五
年
。
な
お
東
大
寺
図
書
館
蔵
写
本
は
乙
類
本

の
最
善
写
本
と
さ
れ
る
。

（
５
）
例
え
ば
続
群
書
類
従
本
で
は
推
古
天
皇
十
四
年
ま
で
を
巻
上
、
同
十
五
年
か
ら

を
巻
下
と
し
て
い
る
が
、
本
書
を
含
む
他
の
多
く
の
諸
本
は
同
十
五
年
ま
で
を

巻
上
、
同
十
六
年
か
ら
を
巻
下
と
し
て
い
る
な
ど
、
現
行
活
字
本
に
は
流
布
本

で
あ
る
近
世
版
本
と
異
な
る
点
が
見
受
け
ら
れ
る
。
註（
4
）蔵
中
氏
論
文
参
照
。

（
６
）http://base1.nijl.ac.jp/̃tkoten/

（
７
）
本
書
に
は
同
じ
寛
文
十
二
年
刊
だ
が
別
の
版
元
（
吉
田
五
郎
兵
衛
尉
、
五
条
橋

通
塩
亀
町
丁
子
屋
）
か
ら
出
た
本
も
あ
る
（
國
學
院
大
學
蔵
、金
沢
大
学
蔵
な
ど
）。

詳
細
は
日
本
古
典
籍
総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
参
照
。
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旧
蔵
書
印
等
拡
大

刊
記


